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全国学力・学習状況調査の結果について  

４月１９日に全国学力・学習状況調査が行われ，本校でも 6 年生が国

語，算数，理科の問題，生活についての質問紙調査に取り組みました。  

国語では，公園をきれいにするアイデアを出し合う対話文を読み，指定

された条件を踏まえながら自分の考えをまとめる記述式問題，叙述を基に

登場人物の関係を捉えたり，物語の全体像等を具体的に想像したりする

問題，漢字の書き取り，自分の考えを条件に合わせて記述する問題等が

出されました。  

算数では，文章や線分図，計算式，グラフ，表を的確に読み取り，課題を

解決する力が問われる問題が出題されました。設問２では，果汁入りの飲

み物の濃度（果汁の割合）が，量を半分にしても変わらないことを理解で

きているかが問われました。また，設問４では，プログラミングについての

出題がありました。正三角形を作図するプログラムの誤っているところを

見つけて正しく直す問題，ひし形を作図するプログラムを選択する問題が

出されました。  

理科では，ナナホシテントウ，モンシロチョウ，ショウリョウバッタ，ゲンゴ

ロウ，シオカラトンボ，カブトムシの幼虫と成虫の食べ物，変態についての

出題，物質の三態，太陽の動きと気温の変化といった科学事象に関する

問題づくり，問題を解決するための実験方法の選択，実験結果の考察に

ついての出題がありました。  

問題は，国立教育政策研究所のホームページで公開されています。  

 

各教科の平均正答率 ＜令和 4 年度＞ 

 国語  算数  理科  

全国（公立）  65.6 63.2 63.3 

三重県（公立）  64.5 62.2 62.6 

鈴鹿市（公立）  63 62 63 

上のような調査結果を基に，本校学力向上推進部会が中心となって，

本校の学力状況について考察し，今後の全校での国語，算数における学

力向上の取組内容をまとめましたので，お知らせします。  

学校だより 
令和４年１０月２０日  №６  

【学校教育目標】  

知・徳・体の調和がとれ  

主体的・協働的に行動できる  

        子どもの育成  

鈴鹿市立愛宕小学校 
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◆国語◆  

・  全体として，粘り強く取り組み，頑張って書こうとする姿勢は見られたが，

以下の様子が課題として明らかになった。  

 ▲  問題を最後まで読んでいない。（文末まで理解できていない。）  

➡  いくつかの条件に合わせて文章を作る問題で，どれか一つの条件を

忘れて書いてしまう子どもが多かった。  

  ➡  1，2，3 と数字で答えるところをア，イ，ウと答えた児童も多かった。  

▲  敬体と常体が混じった文章が見られた。  

※  語彙を増やし，書く活動・読む活動を日常化する必要がある。  

 

 

 

 

 
 

※  言葉の意味を用いて緻密に読み進めたり，仲間と議論したりす

ること（言葉の意味，言葉と言葉の関係を用いた論理的な思考）

が必要である。  

 

 

 

 

⇒  5 月 16 日，10 月 6 日校内研修（中学校区の学校へも公開）  

大学教員を講師に招聘し，モデルとなる授業を参観し，共有した。  

◆算数◆  

・  「表とグラフ」「四則計算」「最大公約数」の内容については十分に理

解がされているが，他の領域や「思考・表現」「学びに向かう姿勢」に

課題がある。  

 ▲  記述問題で，条件が満たせていなかったり，文章表現が不適切だった

りする。  

 ▲  問題文から求められていることや条件を的確に理解できていない。  

  ➡  60°回転と 120 °回転の違いがしっかりと捉えられていない。（空間

認知）  

①：言葉を根拠とした追求（追究）の授業づくり  

②：全員参加（児童全員が自分の考えをもち，伸び伸びと

表明し，他者の意見との相違を喜んで，問いを作り，論証

を行う姿）の授業づくり  

①：視写，新聞を読んで考え，書く活動を実施（鈴鹿市教育

委員会教育指導課が作成したワークシート，中日ウイ

ークリー，読売新聞ワークシート通信等の活用）  

②：読書指導（2，3 学期貸出冊数 1 人 35 冊以上。図書館

祭りへの積極的参加。担任等の Book トークの実施。）  



- 3 - 

 

  ➡  割合の意味が明確に理解できていない。（割合，比例関係）  

 ※  めあてとふりかえりを意識した板書とノート指導を全校で徹底する。  

（各学年で内容を確認し，研修部で実施状況の点検を行う。）  

※  公式や解法を覚えるだけではなく，公式，解法を自ら考え，仲間と議

論する活動，考えを書きまとめる活動を大切にしていく必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜授業の板書を手掛かりに，適用問題をノートに文章，式，図を用い

て書きまとめる。＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＜学年に応じたテープ図，線分図の活用＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 三重県教育委員会の学力向上パンフレットを次ページ以降に紹介します。
ぜひお読みいただき，ご家庭でもご活用いただければ幸いです。  

・  他の児童の立てた式から，どのように考えたのかを言葉や文

章で説明させる。（他者に説明する必然のある授業づくり）  

・  授業終末の適用問題の解法を文章や式，図を用いて説明さ

せる。  

 （モデル文の提示，テープ図・線分図の活用）  

・  日頃から，タイマー等を用いて，時間内に考えを書いたり，まと

めたりする活動を授業に位置付ける。  
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「みえの学力向上県民運動」のホームページもぜひご活用ください。  


